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はじめに CON T EN T S

　障害のある人が自立した生活を送るためには、就労により安定した収入を得ることが

重要な課題の一つです。奈良県の民間企業における障害者雇用率は、令和３年６月時点

で2.88％（全国平均2.20％）と３年連続全国１位という高水準を維持していますが、一

方で法定雇用率2.30％を達成していない企業の割合は約４割近く存在します。

　県では、さらなる雇用機会の拡大などに取り組むため、企業と障害のある人のニーズ

を把握し、職場実習を通した両者のマッチングに力を入れています。また、就職した障

害のある人が安定した生活を送りながら働き続けられるよう、支援機関と連携した職場

定着支援にも取り組んでいます。

　しかしながら、障害の特性や生活環境、住んでいる地域の実情などによっては、働き

たくても働けない人、希望する仕事に就けない人は数多くいます。雇用する企業側も採

用したいという意欲はあっても、具体的な採用方法がつかめず、障害のある人にマッチ

する業務内容をどう見つけ出せばよいかわからずに、採用が進まない現状があります。

　また、コロナ禍において企業を取り巻く社会情勢が不安定な中、障害のある人の雇用

環境も変化を求められつつあります。現場での職場実習を重視してきた従来の方法だけ

ではなく、多様な働き方に対応した支援が求められています。

　近年ではAI、ロボットなどICT関連の技術革新が進んでおり、これらを活用した働き

方の可能性が広がりつつあります。これまで働くことを諦めざるをえなかった重い障害

のある人を含め、自宅にいながらPCやタブレットを活用することによって、テレワーク

や短時間労働などの様々な業務が可能になっています。

　このマニュアルは、「PC活用事例」「ロボット活用事例」を中心に、企業に向けてICT

等を活用した新しい働き方の導入が進むよう、県内におけるテレワーク実習事例を通し

て、その内容を具体的に紹介するものです。

　また、実際にテレワーク実習に参加したご本人や支援機関の声も紹介し、企業及び障

害のある人相互の理解が進むことを目的に作成しました。障害のある人の多様な働き方

について、職場や支援の現場で考えるきっかけとなれば幸いです。
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ICTとは
Information and Communication Technology（情報通信技術）

テレワークとは
　ICTを活用し、場所や時間を有効に活用できる働き方。在宅勤務、モバイルワー

ク、施設（シェアオフィスなど）利用型勤務などを含みます。遠隔地の人材を雇用し

たり、育児や介護による離職を防ぐなどメリットがあるほか、災害時の事業継続や

コロナ禍における出勤抑制などへの対応として、注目されている働き方です。
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　 　これまでの障害者就労は、会社や福祉施設に出勤して働く例

が多く、移動が困難な重い身体障害のある方や、コミュニケー

ションに障害のある人にとっては難しいと考えられてきました。

また、企業にとっては、障害者雇用を受け入れるにあたり、エ

レベーターやスロープ、車椅子、トイレ、休憩室の設置など施

設整備に投資する必要がありました。

　しかし、パソコンやインターネット環境が整備されていれば、

場所にとらわれない新しい働き方が可能になり、障害のある人

の働く機会が新たに創出されます。

　しかしながら、障害のある人のテレワークには向いている業

務とそうでないものがあります。障害のある人の特性に応じて

業務の一部をテレワーク就労に切り出す（→6P参照）ことによっ

て、人手不足の解消や企業価値の向上につなげることが期待さ

れます。

　企業が独自で障害のある人のテレワークを推進するには、機

材の選択、人材募集や業務の切り出し方、障害特性の理解、障

害者雇用のノウハウなど不安要素が立ちはだかるかもしれませ

んが、ハローワークや障害者福祉施設などの支援機関に相談し、

連携していくことが大切になってきます。

あたらしい
障害者雇用のかたち

テレワーク就労に
向いている業務

支援機関との連携を

　テレワークを活用した障害者雇用に関心のある企業に対して、業務

の切り出しやデジタル化などの導入準備から就労までをサポートした

導入事例を以下に紹介します。

令和３年度「障害者のテレワーク促進事業」

　インターネットを活用し、ネット上で企業

や支援機関から指導・支援を受けながら、

データ作成や編集などの業務の体験実習。

参加企業：株式会社ケーイーシー

実施期間：令和3年11月1日～11月12日

　障害のある人が自分の分身となるロボッ

トを遠隔操作する新しい働き方。主に会話

を通した接客などの業務の体験実習。

参加企業：大和ハウス工業 株式会社

実施期間：令和3年10月1日～12月22日

　自宅（障害のある人が日頃利用している施設の場合もあります）

にて就労する働き方。ウェブ編集やDTP業務、データ入力など

ネット上での生産的業務に向いています。Zoomなどのネット

会議ツールやグループウェアを使い、ネット上で企業と

障害のある人、支援者との連携を図りながら作業を

行います。障害のある人には一定のITスキルが求められ、

ITの得意な方や就労移行支援事業所等で必要な訓練を

受けた方が就労しています。

　遠隔地にあるロボットをアバター（分身）として、リアルタイムで

業務を行う働き方。重度の身体障害があっても、マウスの

クリックができれば可能です。

　ロボットを分身としての接客や説明などのコミュニケーション

業務に向いています。ロボットの配置環境とZoomなどの

業務連携がさらに重要となります。

　リアルタイムの状況に対して、臨機応変に連携し対応する必要

がありますが、ロボットの操縦そのものは比較的安易であり、

障害のある人の特別なITスキルは必要ありません。

PC活用事例

PCを活用したテレワーク就労に
向いている業務の例

●ウェブ編集

●テープ起こし

●動画編集（Zoom会議録など）

●機械学習（AIに学習させる）用のデータ整理

●アンケート集計

●データ入力

ロボット活用事例

ロボットを活用したテレワーク就労に
向いている業務の例

●レストランの接客

●入り口での受付業務

●展示ブースの案内

●建物内で来客の案内

PCを活用した
テレワーク就労による実習

ロボットを活用した
テレワーク就労による実習
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　 社内で周知しビジョンを共有しましょう

業務を切り出しましょう

　経営方針として障害のある人のテレワークを推進することを周知し、担当者にだけ

負担が集中しないようにします。障害者雇用の理解を深める勉強会や、業務の流れを

共有するミーティングも行いましょう。

　障害のある人がその特性に合わせて能力を発揮しやすい環境を考慮し、業務の

切り出しを考えます。

　上記を踏まえ、業務全体から業務の切り出しを考えるのではなく、一人で担当している業務

など、単純な作業の中から業務の切り出しを考えます。

実習を経て採用へ

継続的な雇用のために必要なこと

　採用活動を行う際には、ハローワークが窓口となる「障害者委託訓練」や「障害者トライアル

雇用」など制度の活用を検討しましょう。障害者就労支援機関と連携して助言を受けながら

実習を経て採用へ至る方法もあります。（実習についてはP10-11参照）

　対面していないからこそ、担当者（管理者）の関わり方や報告・連絡・相談等のコミュニケー

ションが大切です。企業側と就労側が課題を共有し、共に改善策を考えることで継続的な雇用

につながります。

分類された1業務をさらに細分化し整理します。業務分類と整理

整理された作業を練習として行ってみます。

数回に分けて成果物を確認し成果進捗を確認します。

作業を評価、分析し、作業がマッチングしているか確認します。

業務の実施とアセスメントを繰返し行い、可能なら作業を増やします。

　業務の切り出しについて、困りごとがあれば支援機関の
支援員に相談すると解決しやすくなります。
　また、確認を入念に行う作業や、自己判断が必要な作業は
障害特性によっては困難な場合があるので慎重に検討した
方が良いでしょう。

一定量の同じ仕事があること、
工程は少ない方が良い。

作業の区切りが
明確であること。

作業の手順が明確であること、
反復作業など。

　業務に必要な機材を揃えます。その他に、作業の進捗・成果物の精度をまめに

チェックするコミュニケーションのルール化が必要です。メールやグループウェアを

活用したり、セキュリティ上社内のネットワークに組み込まない場合は、ブラウザ上で

情報共有するアプリなどを活用する方法もあります。

●メモが必要な場合は事前に
　グループウェアなどで共有。
●手順書は写真などを用いて
　イメージ説明を行う。
●練習の機会を設ける。

必要な機材やコミュニケーション環境を整備しましょう

業務の実施

アセスメント

●障害のある人の自宅にPCやインターネッ

ト環境がない場合があります。

●障害のある人の顔色や様子を知るために

も、ウェブカメラとマイクが必要になり

ます。

●情報漏えいやウイルス感染、サイバー攻

撃などの事故を防ぐためにITリテラシーの

習得が求められます。ポケットWi-fiなどを

使用する場合、セキュリティ対策について

十分留意する必要があります。

ロボット活用事例企業側

インターネットWEB会議

就労側

ロボット

企業担当者 チームリーダー

就労者

PC活用事例企業側

インターネット
グループウェア
＆ WEB会議

就労側

WEBページ更新等

就労者

【導入に必要な機材】ネット環境、PC、ウェブカメラ、マイク

【導入に必要な機材】ロボット、ネット環境、PC、ウェブカメラ、マイク

企業担当者

切り出しに向いている仕事例 会計入力、集計作業、データ整理、
アンケート入力、HP更新
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　テレワーク就労に向けて、働くスキルや社会性の訓練など、就職に向けての支援の例を紹介し
ます。このケースでは、訓練の段階からテレワークを取り入れ、実践に備えた内容になっています。 企業（担当者）

働きたい
障害のある人

支援機関
（定着支援）

支援機関
（就労移行支援）
（生活支援）

雇用テレワーク
相談・質問

支援・助言

練習

訓練

 ［技能訓練］就職に必要な専門的な技能

【IT基礎】
Windows、Word、Excel、タイピング、
インターネットなどの基本機能

【IT上級：訓練生のスキルに対応】
Adobe Photoshop、Illustratorなどアプリの操作
Web制作：HPやECサイトの制作や管理
開発：DB及びAI開発言語でのプログラミング
情報処理：データ入力、データ分析

実習や就労の前に

定着支援

実習や就労での支援

訓練と実習体験
●週に2～5日、一日2時間以上
●週に1回以上の通所 
（通所が難しい方は相談）
●開所時間内で不明点や
　困りごとに対応

就職活動
応募書類の作成、

面接の同行などの支援

就職後の
定着支援
困りごとのご相談

一日の訓練のながれ

訓練カリキュラム

●事前に職員と作成した月間予定
　にもとづき訓練

●自宅からパソコンで訓練に参加

●職員から体調などの確認と訓練
　内容や目的の説明

●朝礼や質問、相談は担当職員が
　ビデオ通話で対応

主に「PC活用就労で求められる力」をトレーニングしていきます。

 職業訓練プログラム
テキストや動画で操作学習

日本情報処理検定の課題 （文章作成、文章デザイン、

表計算、パワーポイント、WEB制作）

自己整理シートで得意不得意の整理

障害特性の理解と伝達　　

配慮のある働き方を知る

職場での基本的なマナー

 事務実習
報連相・納期を意識した作業

ネット通販・データ入力等の実務実習

 ジョブガイダンス
応募書類の書き方や求人票の見方

 面接練習
面接の受け答えや振る舞い方

9：50 
10：00 

11：55
12：00 ～13：00 
13：00

14：35 ～14：50 

15：55

朝礼前に日報記入・出勤入力
Zoomで全体朝礼、作業内容確認
訓練開始
日報の記入と確認
終礼（午前）
昼休憩
Zoomで全体ミーティング、作業内容確認
訓練開始
午後の休憩
日報の確認
終礼

就労移行
支援事業の利用
お住まいの市町村からの
支給決定が必要になります

　障害のある人の就労には、離職率の高さという課題があり、2018年から障
害者の職場定着を推進する目的で、新たに「就労定着支援」という福祉サー
ビスが制度化されました。
　このサービスは、就職された障害のある人の生活面などを中心に支援を行う
ものです。今回のテレワークによる障害者雇用においても、この就労定着支援
サービスを利用して離職を防ぐことが出来るようになると考えられます。
　
　職場から離れた場所で働くということから、テレワークにはマネジメントの
工夫が必要になりますが、加えて障害のある人の生活面や健康管理面が見えに
くいという課題があります。急な体調不良や遅刻・欠勤、家庭や生活面での不
調など、企業だけで対応していくことが難しいケースも考えられます。このこ
とが、ひいては障害のある人の離職につながる可能性もあります。
　このような場合の一つの解決策として、就労定着支援のサービスを理解して
おくことが大切です。
　
　このサービスの概略としては、就労定着支援事業所の支援員が、雇用されて
いる障害のある人と月に１回以上の面談を通じて、生活面や就業面での課題を
ヒヤリングし、適時アドバイスを行い、緊急時など必要に応じて家庭への訪問
や、本人の了解のもと医療機関への診察に同行、生活面や健康面でのサポート
を行います。また、面談の様子などを「共有レポート」として作成し職場の担
当者へ定期的に報告することや、支援員が会社を訪問したうえで担当者と情報
交換などを行い、障害のある人の職場定着を図ります。

　障害者雇用の経験がない企業にとっては、様々な不明点が発生し、担当者に負担がかかることもあります。

支援機関と連携することで、さまざまなサポートを得ることができます。

支援
助言

相談

離職を防ぐには

障害のある人の
生活や健康も
視野に

面談とアドバイス・
情報交換

 社会性訓練

コミュニケーション（対人やメール等）
ビジネス会話や文章の書き方
報連相
自己管理（食事、睡眠、服薬、通院、金銭管理、体調管理）
障害特性の理解
勤怠管理
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　障害者雇用では、いきなりの採用ではなく、職場実習を通じて、両者のマッチングをします。
ここでは、奈良県内企業の2社で実際に行われたテレワーク就労による実習について紹介します。

PC活用事例
企業HPの更新作業 実施企業：株式会社ケーイーシー ／学習塾

【実習生の紹介】
社会福祉法人ぷろぼの

テレワーク支援センター利用者
E.Nさん（精神障害）

＜就労体験前の訓練＞
●パソコン基礎
（Illustrator、Photoshopなど）
●テレワーク訓練
（Chatwork、Zoom、日報記録など）
●ビジネスマナー

▲ウェブバナー制作中 ▲実習で制作したウェブバナー

日常の連絡は、インタ
ーネットブラウザ上で
コミュニケーションで
きるチャットツールを
使い、企業、実習生、
支援事業所の３者が情
報共有して行った。

　コミュニケーションに重点をおいた業務管理がポイントです。緊張感をほぐすアイスブレ

イクや、オンオフの切り替えも大切で、障害のある人が自己管理ができるように導きます。

初めての導入では、職場実習から始め、限定的な業務からスモールステップを踏んで進めま

しょう。セキュリティに関しては、無料Wi-fiなど脆弱なネット環境を使わないよう業務規程の

整備が必要です。個人情報を扱わない業務であれば、ポケットWi-fi（※）でも有効です。

時間

9：30

11：00

12：00

13：00

16：00

実習生

Zoom通話
指示受け
通話終了
作業中
チャット等で報告連絡・質問など
昼休憩
チャット等で休憩入る旨連絡
チャット等で作業再開の連絡
作業中
チャット等で報告連絡・質問など
チャット等で作業終了の報告

実習終了　ぷろぼのの記録（port）を入力して終了 

Zoom通話 
作業内容指示
通話終了

質問等対応

確認のみ
確認のみ

質問等対応 
確認
返信

　
　
本日の作業内容の確認共有

午前作業
連絡は『Chatwork』を使用
昼休憩
休憩前と後に実習生から連絡する
午後作業
午前と同様

終了報告
チャットで連絡

●実習の日程（週3日×2週間）11/１(月)、３(水)、５(金)、8(月)、10(水)、12(金)  
●連絡用ツール：Zoom（企業側で設定）、Chatwork（実習生＋ぷろぼの職員のアドレス共有）
●業務日報：書式はぷろぼので用意、作業終了時にChatworkで提出
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企業担当者

【実習生の紹介】

奈良養護学校 2年生

松下晃都さん（重度身体障害）

＜就労体験前の訓練＞
●パソコン基礎
（ブラウザ、インターネットの基礎）
●テレワーク訓練（Zoom、日報記録）
●ロボットの遠隔操縦訓練
●ビジネスマナー

　ロボットが多様化した現在では、アバター（分身）を想定した遠隔操作が可能な機種も増

えていますが、導入コストや運用管理コストを考えると費用対効果の最適化がポイントです。

自宅が遠方でも就労可能なため、人材確保を広く行え、稼働時間も問わないので1体のロボッ

トをシフト制で管理して時短労働を可能にしたり、夜間に自動制御での業務を併用して行え

ます。人手不足や生産性などの課題に効果があると考えられます。

ロボット活用事例
   Pepperを使い、
展示ブースで接客業務

実施企業：
大和ハウス工業株式会社 ／ハウスメーカー

　就労事業所内にて、分身ロボットをパソコン
で遠隔操作。大和ハウスが奈良市に開所した
研修施設「大和ハウスグループ みらい価値共
創センター」内の展示ブースで接客業務を行う。

◀コントロール画面上のボタンを
クリックすることでPepperが
言葉を話すしくみになっている。

◀ロボットが展示案内を行っている様子
※Pepperはソフトバンクロボティクス（株）の商標です。
※ソフトバンクロボティクス（株）のPepperを活用し本事業で実施しています。
※「Pepper社会貢献プログラム」で提供された Pepperを活用し本事業で実施して
　います。

※就労者宅のネットワークセキュ
リティの状況を確認する必要があ
ります。安全な業務を行う為に、
仕事用PCとポケットWi-fiの支給を
推奨します。
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テレワーク就労による実習に関わった人たちの声や、関係機関のコメントをまとめました。

実習生

E.N.さん
（株式会社ケーイーシーで実習）
　デザインのお仕事だったのですが、完成

したものに対してのフィードバックを受け

てさらに修正を、の流れを体験しました。

　実習が、思ったより早く終わったなとい

う感じがしました。目標の１つとしてい

た「担当の方とのやり取り」は、対面だと

緊張して話せなくなることがありますが、

チャットツールを利用して問題なく行えま

した。実習を受ける機会が増えたので良かっ

たと思います。

松下晃都さん
（大和ハウス工業株式会社で実習）
　就労体験をする前より、僕はプログラミ

ングをすることが大好きで、これまでもゲ

ーム等では行っていましたが、ロボットを

活用した就労体験をいかして、この先就職

につなげていきたいと強く感じました。

　初めての仕事ということもありましたが、

前日にシフト変更の確認をしていなかった

り、こちらの急な予定変更を相手方に連絡

できていなかったことがありました。今後

は社会人のマナーも学んでいきたいです。

社会福祉法人ぷろぼの３Rマテリアルセンター　
センター長／課長　田村昭夫さん
　テレワーク就労の受け入れについては、参加

企業以外にも数社がご検討いただきましたが、

業務の切り出しの段階で各々の事情により断念

されるケースがあり、業種によってまだまだ課

題があることを実感しました。

　一方で、障害のある人がITを駆使して自宅で

働ける環境が整い、以前よりも格段に多くの就

労機会を得ることが可能になっています。就労

における障害のハードルは、かなり下がったと

言えるのではないでしょうか。

　数年前、ALSの障害のある方がロボットを活

用したテレワーク就労を企業で実習され、就労

期間を終えロボットごしに別れの挨拶をされた

時、職場の方々が涙された場面は印象深くあり

ます。

　近年、SDGs・ESGが盛んに取り入れられ企業

にも持続可能性がより求められ始めています。

障害者福祉へ貢献するという発想から、様々な

プロジェクトを協業するケースが増え、意識が

変わり始めています。まずは小さな一歩を踏み

出しませんか？続けることで何か起きるかもし

れません。

支援機関

株式会社ケーイーシー
榊原眞樹さん（PC活用就労実習）
　社内でもwebミーティングが増え、テレ

ワーク自体が持つ課題は把握していました

が、就労者が障害者である場合の課題はま

た違うものであるということを感じました。

初見がwebだけだと、コミュニケーション

の深さを作る事が難しいと感じます。少し

でも深さを作る為に雑談などのアイスブレ

イクを入れることもありますが、障害のあ

る人の場合、その度合いが難しいと感じま

した。そのため、どうしても表面的な作業

依頼になってしまうところが残念でした。

テレワークそのものの課題とも重なります

が、障害者就労の課題というのは、それに

合う適切な業務とその人の適性評価だと感

じました。

大和ハウス工業株式会社
人財・組織開発部　
みらい価値共創センター長
理事　池端正一さん
（ロボット活用就労実習）
　ロボット活用を使用した遠隔就労の導入

は、多くのことが顕在化されとても感謝し

ております。特に、業務内容で大きく左右

されることが確認できました。双方で、就

労者が遠隔だと分かっていれば、良い関係

性が作れます。しかし、説明のないアテン

ドや商品紹介は、就労者が見えないため遠

隔対応の認識が出来ず、一方通行になりが

ちでした。そのため、就労者に不快な思い

をさせることもしばしば見受けられました。

また、会話のレスポンスが遅い為、多くの選

択会話機能が必要となることも分かってき

ました。

企業

奈良県立奈良養護学校 高等部
平谷嘉基さん（進路指導担当）
　家庭、学校以外の世界で職業体験をすること

で生徒の持ついろいろな力が伸びることは学校

としても理解していますが、今回に関しまして

も本人や保護者の考える就労というものから意

識改革できたように思います。ただこの体験で

できたから就労できるのではなく、まだまだ多

岐にわたり課題があることが、本人に対しても、

保護者に対しても課題提示できれば、次への目

標設定につながるのではないかと思います。

同学校 高等部
藤川良純さん（担任）　
　生徒に対し、敬語で接していただくなど、社

会人と見なして接していただいたことで、本人

にとってはよりリアルな実習になったのではな

いかと思います。技術的に難しすぎるかなと

思える内容についても、「こういうことも知っ

ておいた方がいいんだ、知っておかなければな

らないんだ」という認識を持つということにつ

ながり良かったと思います。

松下晃都さんの保護者
　就労体験を通して、パソコンに自信がもてた

こと、このような分野があって本人が活躍でき

る場があるというのを発見できたこと、そして

根気よく仕事内容やホウ・レン・ソウの重要性

を教えていただいたスタッフのみなさんや先生

方に感謝しています。なにより本人の自信につ

ながったことが大きな成果だったと思います。

保護者

学校




